
【顕彰の趣旨】
東日本大震災の発災から５年が経過し、今年度から復興・創生期間に入ったことを機に、現在、被災地で進む
「新しい東北」の実現に向けた取組について、大きな貢献をされている個人及び団体を顕彰することにより、こうし
た個人・団体の活動を広く情報発信するとともに、被災地内外への普及・展開を促進することを目指します。

「新しい東北」復興・創生顕彰 及び 「新しい東北」復興功績顕彰の
選定結果について

○募集部門
①「新しい東北」復興・創生顕彰（個人部門及び団体部門）
（特に直近１年間の活動を顕彰するもの）
②「新しい東北」復興功績顕彰
（集中復興期間５年間の活動を顕彰するもの）

○募集結果 （平成28年11月14日～12月13日 公募）
・復興・創生顕彰 174件（個人部門29件、団体部門145件）
・復興功績顕彰 109件

○選定結果
・「新しい東北」復興・創生顕彰（個人部門）３件
・「新しい東北」復興・創生顕彰（団体部門）７件
・「新しい東北」復興功績顕彰 10件

○選定委員
・青柳 光昌氏（日本財団ソーシャルイノベーション本部上席チームリーダー）
・秋山 弘子氏（東京大学高齢社会総合研究機構特任教授）
・田村 太郎氏（一般財団法人ダイバーシティ研究所代表理事）
・藤沢 烈 氏（一般社団法人RCF代表理事）

○「新しい東北」復興・創生顕彰（個人部門）

寺崎 幸季 氏
（岩手県立釜石高等学校３年）
寺崎氏の発案により、アーティスト日比野克彦氏等幅広い方々の協力を
得て、仮設住宅に愛着を育むため仮設住宅の壁をマグネットアートで彩
る取り組みを実施。
平成27年9月に開始し、全国の企業や学生の協力を得ながら取組を進め
る。平成28年3月には、地域の交流拠点である釜石PITでお笑い芸人や歌
手も集めたイベントを開催。

小松 洋介 氏
（特定非営利活動法人アスヘノキボウ代表理事）
地域のトライセクターリーダーとして、「ひとづくり」と「産業活性
化」に取り組む。コワーキングスペースを立ち上げ、町民の集いの場の
創設や創業支援に取り組む。
※トライセクターリーダー・・・行政（公共）、民間、非営利組織のセ
クター（領域）の垣根を越えて活躍する人材。

渡辺 正 氏
（合同会社かわうち屋職務執行者）
観光協会の特産品開発担当として、地域資源（そば）を活かした新商品
（発泡酒）を開発し、首都圏等での販路開拓に尽力。また、商工会の商
業施設準備室長として、平成28年３月には複合商業施設「YO-TASHI」
をオープンさせ、施設長に就任。帰村のための施設づくり、交流人口拡
大に取り組んでいる。

○「新しい東北」復興・創生顕彰（団体部門）

特定非営利活動法人wiz

岩手県内外の学生が地元企業経営者とともに地域課題解決に取り組む
「実践型インターンシップ」のモデルを構築。また、首都圏でのU・I
ターン希望者のコミュニティの構築なども行い、岩手で主体的に活動す
る若者のためのネットワークを構築。

一般社団法人マルゴト陸前高田

中心市街地を失った陸前高田を再生させるため、交流人口拡大に向けて、
「ここだけの学び」をテーマに、復興の現状や市民の姿を見ていただく、
民泊形式での教育ツーリズムを実施。平成28年に開始し、これまでに企
業、大学、高校など700名を超える方々を受け入れ。

一般社団法人フィッシャーマン・ジャパン

漁業を「カッコよくて、稼げて、革新的」な新３K産業に変え、様々な能
力をもつフィッシャーマンを増やすために立ち上がった団体。地域の
様々な団体と連携した担い手育成事業をはじめ、IT事業者と連携した
ネット販売や、消費者との交流イベント等、多角的に活動を進める。

株式会社小高ワーカーズベース

帰還住民の暮らしを支えるビジネスの創出を目指し、コワーキングス
ペースの運営からスタート。平成26年12月に食堂開設、平成27年９月
に商店開設など、住民の暮らしを支えるインフラ整備も行い、住民帰還
に大きく貢献。




